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よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。
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今月の表紙

よい経営環境をつくろう
　
同友会は、他の中小企業団体とも提
携して、中小企業をとりまく社会・経
済・政治的な環境を改善し、中小企業
の経営を守り安定させ、日本経済の
自主的・平和的な繁栄をめざします。

よい経営者になろう
　
同友会は、中小企業家が自主的な
努力によって、相互に資質を高
め、知識を吸収しこれからの経営
者に要求される総合的な能力を身
につけることをめざします。

よい会社をつくろう
　
同友会は、ひろく会員の経験と知
識を交流して企業の自主的近代化
と強じんな経営体質をつくること
をめざします。

同
友
会

3つ
の
目
的

表紙の写真を公募いたします。 テーマは「私の逸品」です。
詳細は、福岡県中小企業家同友会   広報情報室 「月刊同友」編
集部まで
締め切り…平成25年7月号は平成25年6月1日必着
投稿方法…電子メール、郵送いずれも可
　　　　　表題に「みんなの広場」とご記載ください。
郵 送 先…福岡県中小企業家同友会 広報情報室 「月刊同友」編集部

〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町9番15号
もしくは a_satou@fukuoka.doyu.jp まで

 ※応募が多数の場合は編集委員会で選考いたします。なお、投稿
　いただいた作品は返却いたしませんので、ご了承ください。
※表紙に目次が入るため、写真に文字が入ります。ご了承ください。

「あなたの写真で表紙を飾りませんか！」

Information
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21世紀型 自立型企業づくり

　藤原健二さんは、長年、地球環境問題委員
会のメンバーとして活躍して頂いています。
委員会の勉強会に社員の方を積極的に参加
させ環境意識の向上に努めておられます。
　一般廃棄物収集運搬という仕事柄、クリー
ン春日で働く社員の人が誇りを持てる仕事
（会社）にするために、業界でもいち早く
ISO14001に取り組み、社員教育に取り入
れ、自社の仕事の見直しを図っています。ま
た、周辺のゴミ拾いや花を植えるなど、地域
の環境美化に努めたり、地域の小学校の要請
を受け低学年を対象にした環境教育にも熱
心に取り組んでおられます。こんな熱心な
藤原さんにもお子さんが４人おられて、とて
も子煩悩な一面も持っています。これから
ますます同友会や地域でご活躍されること
を願っています。

専務取締役

藤原  健二 氏
（中央支部）

株式会社
クリーン春日

（本誌p.08掲載）

はみだし

記事：末竹  哲

宇宙の謎を解く 国際共同加速器ILCを九州に！
　
　この計画は、世界の国々が協力して、全長約30～50㎞のトンネルに「巨大加速器」を建設し、世界中から
集まった研究者が、質量の起源とされる「ヒッグス粒子」の性質解明など人類共通の謎に挑むものです。
　福岡県では、九州・山口の産学官政が一体となって設立した「ILCアジア－九州推進会議」と連携して、

九州におけるILC計画の実現を目指しています。
　背振地域は、国連機関も存在する国際色豊かな都市。留学生をはじめ多くの外国人が安全・安心・快適な生活を送れる環
境があります。数多くの大学や研究機関が集積し、アジアの主要都市・国内各地との交通ネットワークなどの交通インフ
ラも充実しています。
　ILC計画が脊振地域で実現すれば、世界中の多くの研究者等が居住、滞在し、これらの研究者等と住民の交流を通じて、
アジアでも類を見ない文化・学術交流の機能も兼ね備えた国際研究都市が生まれます。

福岡県ILC推進プロジェクトチーム
shinsan@pref.fukuoka.lg.jp　☎092-643-3449

「私の逸品」　畳づくりの七つ道具
都地畳店　後継者  都地 隆幸 氏

創業して80年、私で三代目になりま
す。早期から機械化が進んだ業界です
が、手仕事時代と変わらずに使う「待ち
針」や畳の厚みを測る「クワイ」などが
私の逸品です。畳の需要は減る傾向に
ありますが、やはり日本人が一番落ち
着く床材。畳表を変えるだけで気分は
一新しますよ。

撮影：間々田　正行

■お問い合せ

検索ILCアジア－九州推進会議
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景況調査室長　中村　高明氏
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景
況
調
査
は
現
在
、景
況
分
析
室（
室

長
　
中
村
高
明
氏
）に
よ
り
、3
月
・
6

月
・
9
月
・
12
月
の
四
半
期
ご
と
に
会
員

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
e.
d
o
y
u
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
も

高
ま
り
、集
計
の
ス
ピ
ー
ド
も
向
上
し

て
い
ま
す
。
集
計
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
専
門
家
に
よ
り
分
析
が
な
さ
れ
、

景
況
調
査
分
析
会
議
に
か
け
ら
れ
た
結

果
、記
者
発
表
が
さ
れ
ま
す
。こ
の
景
況

調
査
の
目
的
に
つ
い
て
中
村
室
長
に
尋

ね
て
み
ま
し
た
。

︱
景
況
調
査
の
目
的
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か

中
村
　
自
社
の
経
営
状
態
は
日
々
の
動

き
の
中
で
わ
か
り
ま
す
が
、マ
ク
ロ
的

な
経
済
の
流
れ
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
景
気
が
上
向
き
な
の
か
、下

向
き
な
の
か
予
測
の
判
断
材
料
と
す
る

た
め
で
す
。
例
え
ば
私
ど
も
の
場
合
で

あ
れ
ば
、景
気
が
上
向
き
で
あ
れ
ば
在

庫
を
積
み
ま
し
す
る
し
、下
向
き
で
あ

れ
ば
圧
縮
を
し
ま
す
。
私
の
場
合
は
、中

同
協
か
ら
出
さ
れ
る
D
O
R（
ド
ー
ル
）

と
合
わ
せ
て
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

福
岡
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
全
国
の
流
れ

も
見
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

︱
毎
回
、記
者
発
表
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、マ
ス
コ
ミ
は
私
ど
も
の
情
報

を
求
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

中
村
　
い
ろ
ん
な
団
体
が
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
景
況
調
査
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
金
融
機
関
、商
工
会
議
所
な
ど
で

す
ね
。
マ
ス
コ
ミ
は
企
業
の
規
模
に
応

じ
て
報
道
す
る
責
任
が
あ
る
と
と
ら
え

て
い
ま
す
。
私
ど
も
同
友
会
に
対
し
て

は
小
規
模
事
業
所
の
状
況
が
ど
う
か
と

問
い
か
け
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
一
方
、

私
ど
も
は
マ
ス
コ
ミ
の
発
表
を
通
じ
て
、

同
友
会
の
存
在
を
地
域
に
知
ら
し
め
る

と
い
う
広
報
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、継
続
的
な
発
表
に
よ
り
記
者
と

の
繋
が
り
が
で
き
ま
す
。
景
況
の
調
査

発
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、中
小
企
業
問
題

は
同
友
会
へ
と
い
う
関
係
も
で
き
あ
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
電
力
問
題
で
も
マ
ス
コ
ミ
各

社
は
同
友
会
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か
見
解
を
求
め
て
こ
ら
れ
、会
員

（
九
州
全
県
）に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
記
者
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

︱
中
村
室
長
は
自
社
の
経
営
の
中

で
こ
の
調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

中
村
　
社
内
で
は
必
ず
調
査
結
果
を
回

覧
し
ま
す
。
解
説
が
必
要
な
と
き
は
私

が
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
経
営
指
針
書
作
り
や
幹
部

会
議
に
必
ず
活
用
を
し
ま
す
。
例
え
ば
、

愛
知
で
自
動
車
の
生
産
が
3
0
0
万
台

か
ら
2
0
0
万
台
に
削
減
さ
れ
る
と
な

る
と
同
業
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
シ
ュ
リ
ン

特集　景況調査を活用していますか？

　
特
集

景
況
調
査
を
活
用
し
て
い
ま
す
か
？

四
半
期
に
一
度
、
e.
d
o
y
u
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
景
況
調
査
、あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
福
岡
同
友
会
で
は
1
9
9
2
年
よ
り
21
年
間
に
わ
た
り
、

会
員
企
業
の
景
況
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
・
分
析
を
行
い
、
記
者
発
表（
1
9
9
7
年
よ
り
）を
行
い
月
刊
同
友
で
報
告
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
は
景
況
調
査
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
調
査
の
目
的
や
活
用
に
つ
い
て
取
材
を
し
ま
し
た
。



景況分析会議は、会員、研究者（大学教授）、経産局調査課課長、
集計分析担当者によって構成されています。

景況分析会議　助言者
塩次　喜代明氏　（福岡女子大学
国際文理学部 国際教養学科　教授）
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ク
し
ま
す
。
そ
れ
で
、お
そ
ら
く
九
州
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開
し
て
く
る
と
考
え

る
わ
け
で
す
ね
。
九
州
の
同
業
間
で
競

争
が
激
化
し
、価
格
競
争
が
始
ま
る
と
予

測
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
を
幹
部
会
議
の
中
で
検

討
を
す
る
の
で
す
。
2
つ
目
に
、失
わ
れ

た
20
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、製
造
業

は
工
作
機
械
を
買
い
替
え
せ
ず
に
こ
こ

ま
で
来
て
い
ま
す
。
今
は
中
国
や
韓
国

の
設
備
の
ほ
う
が
新
し
く
な
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

政
策
を
活
用
し
、工
作
機
械
等
の
設
備
投

資
が
起
こ
っ
て
く
る
と
予
測
し
、今
か
ら

対
応
し
て
行
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
き
な
経
営
判
断
を
す
る

と
き
に
は
必
ず
マ
ク
ロ
的
な
経
済
の
動

き
を
知
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、景
況
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

3
0
0
社
〜
4
5
0
社
の
み
な
さ
ん
に
、

お
答
え
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
精
度
を

高
め
る
た
め
、そ
し
て
対
外
広
報
の
た

め
に
も
30
％
の
6
0
0
社
以
上
の
声
が

ほ
し
い
と
中
村
室
長
は
訴
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
問
題
に
消

費
税
増
税
、原
発
問
題
、電
力
問
題
な
ど

が
控
え
、わ
れ
わ
れ
中
小
企
業
家
の
環

境
改
善
へ
の
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
す
。
3
つ
の
目
的
の
総
合
実
践

の
た
め
の
判
断
材
料
と
し
て
重
要
な

デ
ー
タ
ー
と
な
る
景
況
調
査
に
会
員
の

義
務
と
し
て
目
を
向
け
た
い
も
の
で
す
。

D
I
値
は「
よ
い
」と「
わ
る
い
」

の
天
秤
は
か
り

　
同
友
会
の
景
況
調
査
で
利
用
し
て
い

る
D
I
値
と
は
、Diffusion Index

放

散
・
拡
散
な
ど
の
指
数
を
意
味
し
ま
す
。

D
I
値
は
、景
況
に
関
す
る
五
段
階
評

価
の
う
ち「
非
常
に
よ
い
」「
よ
い
」を
ま

と
め
た「
よ
い
」回
答
の
割
合
と
、「
わ
る

い
」「
非
常
に
わ
る
い
」を
ま
と
め
た「
わ

る
い
」回
答
の
割
合
の
差
に
よ
っ
て
表

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば「
よ
い
」側
が

計
15
%
、「
普
通
」が
75
%
、「
わ
る
い
」側

が
計
10
%
な
ら
ば
、D
I
値
は
5
と
な

り
ま
す
。
も
し
全
員
が「
よ
い
」な
ら
ば

D
I
は
1
0
0
、「
わ
る
い
」な
ら
ば
マ

イ
ナ
ス
1
0
0
で
、そ
の
境
界
は
0
と

分
か
り
や
す
い
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
別
の
回
答
内
容
か
ら
一
歩
引
き
、要

す
る
に
ど
ち
ら
の
回
答
が
多
い
の
か
を

ベ
ー
ス
に
考
え
る
D
I
値
は
、業
績
の

総
括
か
ら
社
会
心
理
ま
で
含
め
総
合
的

に
把
握
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　
な
お
D
I
値
と
言
え
ば
内
閣
府
の
発

表
す
る「
景
気
動
向
指
数
」や
日
銀
の「
業

況
判
断
指
数
」も
あ
り
、算
出
の
仕
方
は

異
な
り
ま
す
が「
よ
い
」内
容
と「
わ
る
い
」

内
容
の
指
標
数
を
比
べ
る
と
い
う
部
分

は
共
通
し
て
い
ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
比
較
し
て
く
だ
さ
い
。

停
滞
か
二
極
化
か
？

　
さ
て
、「
よ
い
」20
%「
わ
る
い
」10
%

だ
と
D
I
値
は
10
で
す
。
こ
こ
で「
よ

い
」45
%
、「
わ
る
い
」30
%
に
な
る
と

D
I
値
は
15
に
な
り
ま
す
。
推
移
と
し

て
は
D
I
値
が
5
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
ふ
つ

う
」が
低
下
し
、勝
ち
組
と
負
け
組
の
差

が
拡
大
し
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

D
I
値
は
ど
ち
ら
の
回
答
が
多
い
か
を

表
し
ま
す
が
、低
成
長
や
ジ
リ
貧
状
態

な
の
か
、二
極
化
の
果
て
の
バ
ラ
ン
ス

な
の
か
、景
気
の
動
き
を
占
う
に
は
も

う
一
歩
の
分
析
も
必
要
で
す
。

福
岡
同
友
会
の
景
況
分
析

　
福
岡
同
友
会
の
景
況
分
析
会
議
で
は
、

五
段
階
評
価
そ
れ
ぞ
れ
の
推
移
も
読
み

解
き
、景
況
を
検
証
し
て
い
ま
す
。ま
た

D
I
値
を
ク
ロ
ス
分
析
し
、そ
の
推
移

を
比
べ
る
こ
と
で
好
調
不
調
の
企
業
そ

れ
ぞ
れ
、ま
た
は
業
種
別
、従
業
員
規
模

別
、そ
し
て
県
内
地
域
別
に
お
い
て
景

況
感
、売
上
、利
益
、新
規
受
注
の
動
向

を
概
観
し
て
い
ま
す
。

解
説
：
景
況
分
析
室
　
調
査
分
析
担
当

　
　
有
限
会
社
エ
ム
ケ
イ
ブ
レ
ー
ン
　
槇
本
典
之

同
友
会
景
況
調
査
の

読
み
方



明るい兆しあり！実需はこれからへ期待

景 況 調 査第84回 結果レポート（2013年1月～3月期）

福岡県中小企業家同友会

■ 概  況
　分析会議では、建設業は非常に忙しい状態との声が聞

かれました。しかし、職人が不足していることから仕事

があるのに受注できないことや、職人の手当をカバーで

きるかが業界の課題としてあげられました。保険業界で

は、4月2日の料率改定による保険料値上げの駆け込み

需要があり、2～3月は忙しかったとの声が聞かれまし

た。銀行窓口での販売が本格化し、既存の販売チャネル

との競争が激化しつつある状況にあるとの意見があり

ました。製造業では意見が分かれました。「円高で業績

不振だと思っていたが、円安になってもあまり変わらな

い状況」という声や「今回の景況感と同様に業績アップ。

売上高は横並びだが利益は上昇。今後に期待感を持って

いる」との声、「トヨタ自動車九州のレクサス関連が復調

していないが、ダイハツ関連の受注が増えた。見通しは

明るいが足元は悪い」など、今後の実需に期待したい声

がありました。広告業では依然としてインターネット関

連の広告が特に重要視されているとの声がありました。

インターネット広告で「家」が売れた実例もあるとのこ

とです。福岡同友会では全体として上向きの結果となり

ましたが、中同協（中小企業家同友会全国協議会）景況調

査では売上・業況・採算DIのいずれも水面下で悪化して

おり、相反する結果となりました。以上のことから、福岡

では明るい兆しが見え、実需はこれからに期待したいと

の意見でまとまりました。

■ 全体的な特徴
●リーマン・ショック以降で景況感DI過去最高値

　景況感DIは、もっとも低かった69回（2009年4～6

月）以降では過去最高値を記録した。他、すべてのDI

で上昇している。

■ 業種・従業員規模・地域別の特徴
●建設業（土木・設備）を除き景況感改善

　景況感DIではサービス業（対個人）が大きく改善した。

売上・利益・受注の各DIも改善していることから、業

況は良かったことが伺える。一方、建設業（土木）では

すべてのD Iが前回より悪化した。

●多くの層で前回より改善

　従業員規模別では多くの層で改善し、特に51名以上

ではそれぞれ46.7ポイントの改善となり、プラスに

転じた。一方11～20名層、31名～50名層では景況

感が悪化している。

●全地区で改善

　すべての地域で改善した。北九州・筑豊地区について

も悪化の予想を覆しての改善であったが、北九州地区

については次回もわずかながら悪化の予想を立てて

いる企業が多い。

■ 経営上の問題点
●民間需要の停滞が減少

　「民間需要の停滞」が15.2ポイント減少し、同様に官

公需の停滞も5.3ポイント減少している。「従業員不

足」「新規参入」が増加していることから、景況の改善

をここでも読み取れる。しかしながら、「原材料の高

騰」「仕入単価の上昇」については増加していることか

ら、予断を許さない状況にある。

■ 直近の決算について
●冬の賞与は減額傾向に

　黒字47.5％、トントン27.6％を合わせると、75.1％

という結果になった。特に黒字の割合については過去

最高となっている。

■ 経営指針書（経営理念・経営方針・経営計画）
●実践するかで開き

　経営指針書の実践企業は、黒字企業が明らかに多い。

実践しているかどうかで大きく開くのが分かる。過去

のデータを見ると、実践企業は概ね3割弱といえる。

■ 障がい者雇用
●10社に1社が雇用

　障がい者雇用について初調査となった。回答企業の内

45社（11.3％）が雇用していると回答。クロス分析の

結果、31名以上の規模の企業や、黒字企業、資金繰り

に余裕のある企業は雇用数が若干ではあるものの、多

いことが分かった。

■ 議長談話
　

「金融機関への報・連・相を徹底
しましょう」

調 査 時

対 象 企 業

調査の方法

回 答 数

企 業 規 模
（従業員数）

企業の所在地

経営指針書

2013年3月6日～2013年3月29日

福岡県中小企業家同友会　全会員企業

会員専用サイト（一部FAX）にて配信、自計記入、回収

420社の回答（回答率21％）（製造業  62社、 建設業  64社、 商業流通業  66社、 サービス業  223社、 不明  5社）

0～10名以下  216社、 11名～20名以下  88社、 21名～50名以下  69社

51名～100名以下  29社、 101名以上  15社、 不明  3社

福岡地区  287社、 北九州地区  49社、 筑豊地区  35社、 県南地区  33社、 県外  13社、 不明  3社

　　　　　　　有り  198社（50.2%）、 無し  196社（49.8%）

調査要領

回答企業の概要
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（理念・方針・計画） ……
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(n=25)
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(n=29)

100名以上
(n=15)

22.障がい者の雇用 × 2.従業員数

11.4

2.2

4.7

7.1

9.8

28.0

34.5

80.0
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20.0
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(n=41)
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(n=43)
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22.障がい者の雇用 × 11.現在の資金繰り
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91.7
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実践なし(n=77)

作成に至っていない
(n=169)

作成予定はない
(n=23)

17.直近の経常利益 × 18.経営指針書の作成と実践

46.9

62.2

37.7

41.4

39.1

25.5

17.6

31.2

28.4

26.1

27.6

20.2

31.2

30.2

34.8
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件数項目No 割合

191

100

111

18

420

黒字

赤字

トントン

不明

合計

47.5%

24.9%

27.6%

100.0%

作成し、実践している

実践できていない

作成に至っていない

作成する必要はない

82回 83回 84回

144（30.3）

98（20.6）

192（40.3）

42（8.8）

112（33.5）

63（18.9）

134（40.1）

25（7.5）

120（30.5）

78（19.8）

173（43.9）

23（5.8）

＝黒字 ＝赤字 ＝トントン
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明るい兆しあり！実需はこれからへ期待

景 況 調 査第84回 結果レポート（2013年1月～3月期）

福岡県中小企業家同友会

■ 概  況
　分析会議では、建設業は非常に忙しい状態との声が聞

かれました。しかし、職人が不足していることから仕事

があるのに受注できないことや、職人の手当をカバーで

きるかが業界の課題としてあげられました。保険業界で

は、4月2日の料率改定による保険料値上げの駆け込み

需要があり、2～3月は忙しかったとの声が聞かれまし

た。銀行窓口での販売が本格化し、既存の販売チャネル

との競争が激化しつつある状況にあるとの意見があり

ました。製造業では意見が分かれました。「円高で業績

不振だと思っていたが、円安になってもあまり変わらな

い状況」という声や「今回の景況感と同様に業績アップ。

売上高は横並びだが利益は上昇。今後に期待感を持って

いる」との声、「トヨタ自動車九州のレクサス関連が復調

していないが、ダイハツ関連の受注が増えた。見通しは

明るいが足元は悪い」など、今後の実需に期待したい声

がありました。広告業では依然としてインターネット関

連の広告が特に重要視されているとの声がありました。

インターネット広告で「家」が売れた実例もあるとのこ

とです。福岡同友会では全体として上向きの結果となり

ましたが、中同協（中小企業家同友会全国協議会）景況調

査では売上・業況・採算DIのいずれも水面下で悪化して

おり、相反する結果となりました。以上のことから、福岡

では明るい兆しが見え、実需はこれからに期待したいと

の意見でまとまりました。

■ 全体的な特徴
●リーマン・ショック以降で景況感DI過去最高値

　景況感DIは、もっとも低かった69回（2009年4～6

月）以降では過去最高値を記録した。他、すべてのDI

で上昇している。

■ 業種・従業員規模・地域別の特徴
●建設業（土木・設備）を除き景況感改善

　景況感DIではサービス業（対個人）が大きく改善した。

売上・利益・受注の各DIも改善していることから、業

況は良かったことが伺える。一方、建設業（土木）では

すべてのD Iが前回より悪化した。

●多くの層で前回より改善

　従業員規模別では多くの層で改善し、特に51名以上

ではそれぞれ46.7ポイントの改善となり、プラスに

転じた。一方11～20名層、31名～50名層では景況

感が悪化している。

●全地区で改善

　すべての地域で改善した。北九州・筑豊地区について

も悪化の予想を覆しての改善であったが、北九州地区

については次回もわずかながら悪化の予想を立てて

いる企業が多い。

■ 経営上の問題点
●民間需要の停滞が減少

　「民間需要の停滞」が15.2ポイント減少し、同様に官

公需の停滞も5.3ポイント減少している。「従業員不

足」「新規参入」が増加していることから、景況の改善

をここでも読み取れる。しかしながら、「原材料の高

騰」「仕入単価の上昇」については増加していることか

ら、予断を許さない状況にある。

■ 直近の決算について
●冬の賞与は減額傾向に

　黒字47.5％、トントン27.6％を合わせると、75.1％

という結果になった。特に黒字の割合については過去

最高となっている。

■ 経営指針書（経営理念・経営方針・経営計画）
●実践するかで開き

　経営指針書の実践企業は、黒字企業が明らかに多い。

実践しているかどうかで大きく開くのが分かる。過去

のデータを見ると、実践企業は概ね3割弱といえる。

■ 障がい者雇用
●10社に1社が雇用

　障がい者雇用について初調査となった。回答企業の内

45社（11.3％）が雇用していると回答。クロス分析の

結果、31名以上の規模の企業や、黒字企業、資金繰り

に余裕のある企業は雇用数が若干ではあるものの、多

いことが分かった。

■ 議長談話
　

「金融機関への報・連・相を徹底
しましょう」

調 査 時

対 象 企 業

調査の方法

回 答 数

企 業 規 模
（従業員数）

企業の所在地

経営指針書

2013年3月6日～2013年3月29日

福岡県中小企業家同友会　全会員企業

会員専用サイト（一部FAX）にて配信、自計記入、回収

420社の回答（回答率21％）（製造業  62社、 建設業  64社、 商業流通業  66社、 サービス業  223社、 不明  5社）

0～10名以下  216社、 11名～20名以下  88社、 21名～50名以下  69社

51名～100名以下  29社、 101名以上  15社、 不明  3社

福岡地区  287社、 北九州地区  49社、 筑豊地区  35社、 県南地区  33社、 県外  13社、 不明  3社

　　　　　　　有り  198社（50.2%）、 無し  196社（49.8%）

調査要領

回答企業の概要
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（理念・方針・計画） ……
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17.直近の経常利益 × 18.経営指針書の作成と実践
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82回 83回 84回

144（30.3）

98（20.6）

192（40.3）

42（8.8）
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16：00～17：00

17：00～18：15

18：30～20：30

設立総会
記念講演
「人を生かす経営　～中小企業が糸島を元気にする～」
報告者／株式会社ヒューマンライフ　代表取締役　中山 英敬氏（福岡同友会代表理事）

祝賀会 （※祝賀会は、参加費5,000円です）

日　時：2013年5月17日（金）
会　場：山水荘　（福岡市西区泉1-5-1　TEL：092-806-1212）

〔スケジュール〕

糸島支部（仮）設立総会

糸島市や福岡市の西部地域にお知り合い経営者の方がおられましたら
是非ご紹介、お誘い下さい！

糸島の集い　例会の様子
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昔
々
の「
魏
志
倭
人
伝
」に
も「
伊
都

国
」と
し
て
紹
介
さ
れ
た
、我
が
郷
土「
糸

島
」。
近
年
は
、九
州
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
移
転
地
と
し
て
注
目
を
浴
び
、人
口

も
増
え
、交
通
網
も
整
い
ま
し
た
。
天
神

か
ら
J
R
筑
肥
線
利
用
に
て
約
30
分
で

到
着
し
ま
す
。

　
海
あ
り
山
あ
り
、自
然
に
恵
ま
れ
た

地
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
や
海
産
物
は
、

「
糸
島
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
確
立
し
、週

末
に
は
市
街
か
ら
多
く
の
買
い
物
客
も

や
っ
て
来
ま
す
。

　
そ
の
糸
島
に
、「
支
部
を
立
ち
上
げ
て

は
ど
う
か
」と
い
う
意
見
が
、同
友
会
本

部
か
ら
沸
き
起
こ
り
、4
年
前
か
ら
発

足
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。「
糸
島
の
集
い
」と
名
づ
け
ら
れ
た

会
で
、幾
度
と
な
く
話
し
合
い
を
続
け

た
結
果
、見
切
り
発
車
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、県
下
で
20
番
目
の
支
部
と
し
て

「
糸
島
支
部
」が
産
声
を
上
げ
る
事
と
な

り
ま
し
た
。そ
し
て
今
回
、支
部
発
足
に

関
わ
っ
て
き
た
経
緯
か
ら
、不
肖
、私
大

塚
が
糸
島
支
部
の
初
代
支
部
長
を
仰
せ

つ
か
る
事
と
な
り
ま
し
た
の
で
、こ
こ

に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
は
な
は
だ

僭
越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、糸
島
支
部

が
皆
様
に
認
め
て
も
ら
え
る
支
部
と
な

る
よ
う
、会
員
の
皆
さ
ん
と
一
致
団
結

し
、一
層
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の

で
、ど
う
か
ご
支
援
、ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
支
部
設
立
総
会
が
、平
成
25
年

5
月
17
日（
金
）に
行
わ
れ
ま
す
。
福
岡

市
西
区
周
船
寺
の「
山
水
荘（
☎
0
9
2

︲
8
0
6
︲
1
2
1
2
）」
に
て
、
15
時

30
分
受
付
、16
時
開
催
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
総
会
後
17
時
よ
り
、中
山
代
表
理

事
に
よ
る「
人
を
生
か
す
経
営
」を
演
題

と
し
た
記
念
講
演
も
予
定
し
て
お
り
ま

す
。ご
都
合
が
合
わ
れ
ま
す
方
は
、是
非

と
も
ご
出
席
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、よ

ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
糸
島
支
部（
仮
）設
立

地
域
に
光
る
企
業
づ
く
り

糸
島
支
部（
仮
）　
支
部
長
予
定
者

大お
お
つ
か塚  
正し

ょ
う
ぞ
う造 

氏

（
有
限
会
社
リ
ヴ
ィ
ン
グ 

オ
フ
ィ
ス 

代
表
取
締
役
）

設
立
に
あ
た
っ
て

糸
島
市
や
福
岡
市
の
西
部
地
域
の
会
員
を
対
象
と
し
た「
糸
島
の
集
い
」が
発
足
し
た
の
は
2
0
1
0
年
5
月
。

こ
れ
ま
で
定
期
的
な
会
合
を
重
ね
、つ
い
に
2
0
1
3
年
5
月
17
日
に
支
部
設
立
総
会
を
迎
え
ま
す
。
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業
務
内
容
と
現
状
の
課
題

　「
春
日
市
の
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運

搬
を
し
て
お
り
ま
す
。
創
業
は
昭
和
35

年
で
す
か
ら
50
年
を
超
え
ま
し
た
」と

話
し
始
め
た
の
は
、㈱
ク
リ
ー
ン
春
日

の
藤
原
健
二
さ
ん
で
す
。

　
一
般
廃
棄
物
収
集
・
運
搬
に
は
、委
託

業
務（
家
庭
ご
み
）と
許
可
業
務（
事
業
所

ご
み
）が
あ
り
、春
日
市
内
に
は
3
業
者

あ
り
ま
す
。

　
委
託
業
務
は
、委
託
料
金
が
一
世
帯
当

た
り
の
単
価
×
世
帯
数
と
定
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。
間
違
い
な
く
入
金
で
き
て
、

新
規
参
入
が
難
し
い
こ
と
も
相
ま
っ
て

「
業
界
内
で
危
機
感
の
な
い
状
態
が
長
く

続
い
た
」と
藤
原
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。

　
許
可
業
務
に
お
い
て
も
、も
っ
と
営

業
を
掛
け
て
契
約
事
業
所
の
増
加
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

21
世
紀
型  

自
立
型
企
業
づ
く
り

創業　1960年1月
住所　春日市大和町1-2
電話　092-582-1008
社員　21名　パート　2名
http://ww7.tiki.ne.jp/~kasugaseisou/

取
材
　
月
刊
同
友
編
集
部

文
章
　
菅
原
　
弘

写
真
　
舩
木
　
治

株式会社 クリーン春日
専務取締役

藤
ふ じ わ ら

原  健
け ん じ

二 氏

P
D
C
A
は
自
分
を
知
る一番
の
武
器

常
に
危
機
感
を
持
っ
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

手
段
と
し
て
導
入
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
で

会
社
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
取
材
し
ま
し
た
。

環
境
を
通
し
て
社
会
貢
献

中央支部



平成13年から地球環境と市民の健康に配慮することを目的に圧縮
天然ガス車両（CNG車）を導入しています。
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行
政
側
の
対
応

　「
委
託
金
額
は
こ
こ
十
数
年
上
が
っ
て

い
ま
せ
ん
」。
春
日
市
も
財
政
状
況
が
厳

し
い
こ
と
か
ら
経
費
節
減
を
求
め
て
き

て
い
ま
す
。「
委
託
料
金
の
引
き
下
げ
も

や
む
な
し
」と
い
う
話
も
出
て
い
ま
す
。

「
市
に
対
し
て
モ
ノ
が
言
え
る
業
者
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
藤
原
さ

ん
は
強
調
し
ま
す
。
廃
棄
物
の
収
集
・
運

搬
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
仕
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
員
配
置
と
車
両
の
手
配

を
し
て
、長
年
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で

時
間
内
に
正
確
に
遂
行
し
て
い
ま
す
。

事
故
・
ク
レ
ー
ム
・
取
り
残
し
は
ご
法
度

で
す
。
市
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て

初
め
て「
モ
ノ
が
言
え
る
関
係
」が
で
き

る
と
言
い
ま
す
。

　
同
業
者
と
も
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
以
前
は
仲
が
悪
か
っ
た
の
で
す
が（
笑
）、

今
は
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
一
緒
に
勉
強
会
も
し
て
い
ま
す
」。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は『
原
価
意

識
を
高
め
る
こ
と
』で
す
。
車
両
一
つ
に

し
て
も
、燃
料
費
や
低
公
害
対
策
な
ど

の
費
用
、故
障
し
た
場
合
の
修
理
費（
事

後
保
全
）や
故
障
し
な
い
た
め
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス（
事
前
保
全
）、こ
れ
ら
も
原
価

に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。「
も
ら
っ
た

金
額
か
ら
単
純
に
掛
か
っ
た
経
費
を
引

き
算
し
て
い
る
よ
う
な
安
易
な
考
え
で

は
、ヨ
ソ
か
ら
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
」。

必
要
な
の
は『
質
の
向
上
』

　
仕
事
量
は
増
え
る
一
方
で
す
。
ご
み

袋
の
有
料
化
に
伴
い
、分
別
が
細
か
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
粗
大
ご
み

や
引
っ
越
し
ご
み
の
対
応
も
あ
り
ま
す
。

単
発
の
依
頼
に
つ
い
て
は
単
価
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
が「
そ
の
た
め
に
人
員

を
常
駐
さ
せ
車
を
待
機
さ
せ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
発
想
が
市
に

は
あ
り
ま
せ
ん
」と
藤
原
さ
ん
は
話
し

ま
す
。
原
則
と
し
て
、依
頼
さ
れ
た
物
件

は
断
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
藤
原
さ
ん
が
従
業
員
に
求
め
る
の
は
、

『
質
の
向
上
』で
す
。「
そ
の
た
め
に
ど
う

し
て
も『
正
社
員
』に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」。
ア
ル
バ
イ
ト
・
嘱
託
社
員
で

は
責
任
感
が
違
う
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

委
託
料
金
が
据
え
置
か
れ
て
い
る
な
か

で
、正
社
員
化
は
非
常
に
難
し
い
命
題

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
段
と
し
て
の

I
S
O
導
入

　
一
社
員
と
し
て
現
場
で
鍛
え
ら
れ
た

藤
原
さ
ん
は
、常
々
何
と
か
し
て『
質
の

向
上
』を
図
る
手
立
て
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
後
継
者
と
し
て
同
友

会
へ
入
会
し
、環
境
の
こ
と
を
学
ぶ
目

的
で
地
球
環
境
問
題
委
員
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
I
S
O
に
は
前
か
ら
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、委
員
会
参
加
と

ほ
ぼ
同
時
期
に
取
り
組
み
を
開
始
し
て

い
ま
す
。「
I
S
O
導
入
に
よ
り
、面
倒

な
こ
と
が
増
え
た
と
社
員
に
総
ス
カ
ン

を
食
ら
い
ま
し
た
」と
苦
笑
い
し
ま
す
。

外
部
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
こ
と
で

社
内
が
引
き
締
ま
る
と
言
い
ま
す
。
ま

ず
最
大
の
課
題
で
あ
る『
取
り
残
し
ゼ

ロ
』に
取
り
組
み
ま
し
た
。
現
状
を
評
価
・

原
因
を
追
究
・
対
策
を
練
っ
て
実
行
・
そ

の
結
果
を
検
証
し
、改
善
し
て
い
き
ま

し
た
。「
失
敗
は
伸
び
代
だ
と
思
う
ん
で

す
。
P（
計
画
）→
D（
行
動
）→
C（
確

認
）→
A（
改
善
）は
自
分
を
知
る
た
め

の
一
番
の
武
器
で
す
。
そ
し
て
記
録
の

蓄
積
も
重
要
で
、い
つ
で
も
誰
で
も
取

り
出
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」。

『
お
金
』と『
休
み
』

　
さ
ら
に
藤
原
さ
ん
は
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
に
は『
お
金
』

と『
休
み
』が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　『
お
金
』に
関
し
て
は「
増
え
た
利
益

の
半
分
は
配
分
す
る
」と
宣
言
し
ま
し

た
。
平
成
24
年
度
は
宣
言
ど
お
り
、利
益

分
を
賞
与
に
還
元
し
た
た
め
増
収
減
益

で
し
た
。「
決
し
て
ド
ン
ブ
リ
勘
定
で
経

21世紀型  自立型企業づくり



地元小学校での社会学習の様子。 小中学校で回収した牛乳パック。
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営
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
管
理
職
に

説
明
し
ま
し
た
」。
ち
な
み
に
藤
原
さ
ん

は
管
理
職
に
株
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

経
営
感
覚
を
持
ち
、ま
た
株
主
の
視
点

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

　
並
行
し
て
表
彰
制
度
も
導
入
し
ま
し

た
。「
賞
与
は
仕
事
に
対
し
て
で
す
が
、

表
彰
は
日
頃
の
勤
務
態
度
や
改
善
に
対

す
る
取
り
組
み
が
対
象
で
す
。
税
金
で

持
っ
て
い
か
れ
な
い
程
度
の
金
一
封
を

出
し
て
い
ま
す
」。

　
一
方『
休
み
』に
関
し
て
は
、有
給
休

暇
の
消
化
率
向
上
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
体
あ
っ
て
の
仕
事
で
す
か
ら
ね
。
家
庭

持
ち
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
計
画
的
に

全
員
が
休
み
を
取
れ
る
よ
う
指
示
し
ま

し
た
」。
そ
の
た
め
に
は
運
転
手
も
作
業

員
も
両
方
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
む
に
当
た
り
、こ
こ
で
も
P
D
C
A

が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
夜
間
に
運
転
手

は
前
方
の
景
色
し
か
見
て
い
ま
せ
ん
し
、

作
業
員
は
後
方
の
景
色
し
か
見
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
誰
で
も
で
き
る
よ
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
自
分
た
ち
で
話
し
合
っ

て
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
通
し
て

社
会
貢
献
す
る

　
同
社
で
は『
委
託
』と『
許
可
』の
ほ
か

に
、古
紙
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
昔

は
段
ボ
ー
ル
を
取
り
扱
う
と
家
が
建
つ

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、今
で
は
価
格
が

ピ
ー
ク
時
の
五
分
の
一
以
下
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
」。
そ
れ
で
も
尚
回
収
を

続
け
る
の
は『
委
託
』『
回
収
』の
認
可
を

受
け
て
い
る
企
業
と
し
て
の
責
任
感
か

ら
で
す
。

　
ま
た
地
元
小
学
校
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
招
か
れ
、『
環
境
』に
つ

い
て
の
課
外
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
給

食
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を
通
し
て『
環

境
』に
関
心
を
抱
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

年
度
末
に
は『
見
え
る
化
』と
し
て
、セ

ル
ロ
ー
ス
燃
焼
時
に
発
生
す
る
二
酸
化

炭
素
に
換
算
し
た
量
を
教
え
ま
し
た
。

ま
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
子
ど
も

た
ち
に
還
元
し
ま
し
た
。
同
友
会
で
提

唱
し
た
エ
コ
事
業
所
の
表
彰
報
告
で
春

日
市
長
と
会
っ
た
際
に
こ
の
話
を
す
る

と
、校
長
会
で
取
り
上
げ
て
も
ら
い
市

内
の
小
中
学
校
に
広
が
り
を
見
せ
た
の

で
し
た
。
現
在
で
は
パ
ッ
カ
ー
車
を
持

ち
込
ん
で
ご
み
収
集
を
体
験
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。「
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
一
緒

に
考
え
ま
し
た
。
授
業
を
終
え
て『
一
緒

に
給
食
食
べ
ま
し
ょ
う
』と
言
わ
れ
た

時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」。
と
目
を

細
め
ま
す
。
大
人
が
子
ど
も
に
環
境
の

こ
と
を
伝
え
る
の
も
社
会
貢
献
の
一
つ

と
捉
え
て
い
ま
す
。

経
営
指
針
書
の
活
用

　
同
友
会
で
は
地
球
環
境
問
題
委
員
会

で
学
び
、環
境
と
経
営
の
繋
が
り
を
再

確
認
す
る
中
で
経
営
指
針
の
大
切
さ
に

気
づ
き
、経
営
指
針
書
を
作
成
し
ま
し

た
。
25
年
度
か
ら
は
第
2
次
5
ヶ
年
計

画
が
始
ま
り
ま
す
。
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
し
て
、①
環
境
配
慮
型
社
会
　
②

売
上
確
保
　
③
質
の
向
上
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
改
善
提
案
が

出
て
き
て
い
ま
す
。「
第
1
次
経
営
計
画

で
は
54
件
の
改
善
提
案
が
出
さ
れ
順
次

解
決
し
、現
在
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
や
る
こ
と
が
企
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
社
員
共
育

に
な
り
ま
す
ね
。
独
立
し
た
チ
ー
ム
で

や
る
こ
と
で
た
と
え
社
長
に
対
し
て
も

進
言
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
み

ん
な
で
や
ろ
う
と
い
う
社
風
が
生
ま
れ

て
き
ま
す
」。

改
善
し
続
け
る
会
社

　「
同
族
で
や
っ
て
い
る
と
甘
え
が
出
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ウ
チ
の
場
合
、身
内

と
い
う
よ
り
も
一
人
間
と
し
て
先
を
見
越

し
た
経
営
を
心
が
け
て
い
ま
す
。I
S
O

の
取
り
組
み
が
そ
の
一
つ
で
す
ね
」。

　
取
材
の
最
後
に
藤
原
さ
ん
の
考
え
る

『
自
立
型
企
業
』に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

し
た
。「
自
分
の
会
社
を
ず
っ
と
改
善
で

き
る
会
社
で
は
な
い
で
す
か
。成
長
し
続

け
る
、妥
協
し
な
い
、毎
年
一
つ
で
も
い

い
か
ら
成
長
す
る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Fresh our partners

　GPS車両動態管理システムを開発・販売し8年。主に
運輸・産廃業様へ販売して来ました。このシステムを異
業種の方々にも知って頂く為に、交流の場を模索してい
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　福岡市南区にあるピンクの色が目印のタクシー会社
です。地域の皆様に支えられ、今年で61周年になりま
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シング代表の行武さんに紹介して頂き入会しました。
その中で時代に合った新しいタクシーを考えていって
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よ
う
こ
そ
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会
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17 18：30～20：30金
地球環境問題委員会
勉強会

間違った環境表示をしていませんか？
～グリーンウォッシュ（環境偽装を防ぐ）～
 ■ 同友会事務局会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15
　 福岡県中小企業振興センタービル11F　☎092-686-1234
■ 中原　秀樹氏
　 東京都市大学（旧武蔵工業大学）　大学院環境情報学研究科　教授
　 グリーン購入ネットワーク（GPN）　名誉会長
 「地球にやさしい」「無添加の○○」といった環境に配慮した商品・サービ
ス・PRが増えました。グリーンウォッシュは不確かな情報や部分的な
情報を伝えて、消費者の誤解をまねくような環境広告・表示を意味しま
す。欧米では厳しい罰則が課せられ、日本も例外ではありません。
■ 参加費　1,000円

25 9：30～18：00土
福岡地区
経営指針作成『あすなろ塾』

■ 福岡県中小企業振興センタービル　福岡市博多区吉塚本町9-15
 『あすなろ塾』は同友会における経営指針の基礎知識を学習する1日セ
ミナーです。当日は、経営指針の全体像を理解し、経営理念の作成を目
標に参加して頂きます。
■ 参加費　会員 2,000円　会員外 3,500円　 （昼食代、書籍代含む）

28 18：30～21：00火
企業連携推進委員会
FAST5月例会

産学連携　住まいの除・防カビ事業創造
 ■ 福岡県中小企業振興センタービル  501号　
　 福岡市博多区吉塚本町9-15　5F
■ 横野　照尚氏　九州工業大学大学院工学研究院物質工学研究系　教授
 九州工業大学大学院教授の横野照尚先生の研究グループは、光触媒と
して使われている酸化チタン（TiO2）の結晶面を構造制御する粒子合
成法手法によって、有機物などを分解する能力を大幅に高めることに
数年前に成功されました。さらに研究を重ねられ、産学連携による事
業創造の実践として、FASTのメンバー、（株）ミルテックジャパンとの
産学連携で建築物の除・防カビが事業化され、マスコミ等でも報道され
ました。

14 16：00～18：00火
ソーシャルビジネス委員会
5月例会

ソーシャルな仕事と消費を考える ～価値から意味の時代に～
 ■ 天神パークビル　福岡市中央区大名2-8-18　☎092-721-5530
■ 永田　賢介氏　NPO法人アカツキ　代表理事
 今月はNPO活動を精力的にヒアリングされている永田氏より「売る側
＝社長と社員のモチベーション、買う側＝顧客の消費インセンティブ
の間に、価格だけではないソーシャル主義の顧客の存在」との視点から
お話を頂きます。（参加費　500円）

福岡地区総会 5月20日 15：30～17：20月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 2F 大ホール　福岡市博多区吉塚本町9-15　☎092-622-0011

東支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 2F 202

福博支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 3F 303

北九州地区総会 5月17日 17：00～18：10金

■ ホテルアルモニーサンク  ピエールブラン　北九州市小倉北区大手町12-3　☎093-592-5401

北九州支部総会 5月17日 18：20～金

■ ホテルアルモニーサンク  ピエールブラン

ひびき支部総会 5月17日 18：20～金

■ ホテルアルモニーサンク  小会議室

筑豊地区総会 5月17日 17：00～17：50金

■ パドドゥ・ル・コトブキ　飯塚市片島1-7-62　☎0948-22-5138

筑豊支部総会 5月17日 18：00～金 ■ パドドゥ・ル・コトブキ

嘉飯支部総会 5月17日 18：00～金 ■ パドドゥ・ル・コトブキ

博多支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 5F 501

中央支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 3F 301B

県南地区総会 5月13日 17：00～18：00月

■ ランヴィエール勝島　柳川市南長柄町22　☎0944-73-9181

久留米支部全体会 5月15日 18：30～水

■ 萃香園ホテル　久留米市櫛原町87　☎0942-35-5351

大牟田支部総会 5月14日 18：00～20：30火

■ グランドホテル清風荘　大牟田市原山町2-4　☎0944-56-1212

有明支部総会 5月13日 18：10～21：00月

■ ランヴィエール勝島　柳川市南長柄町22　☎0944-73-9181

りょうちく支部総会 5月16日 18：30～木

■ うきは市 総合福祉センター　うきは市吉井町347-1　☎0943-76-3977

糸島支部設立総会 5月17日 設立総会 16：00～ / 記念講演 17：00～ / 祝賀会 18：30～20：30金

■ 山水荘　福岡市西区泉1-5-1　☎092-806-1212

西支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 3F 302

南支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 4F 401A

福友支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 3F 301A

青年支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 4F 401B

玄海支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 11F 同友会会議室

かすや支部総会 5月20日 18：00～月

■ 福岡県中小企業振興センタービル 4F 402

筑紫支部総会 5月20日 18：30～月

■ 大観荘　筑紫野市湯町1-12-1　☎092-922-3236

5月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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　有
限
会
社
ニ
ッ
コ
ー
・
ネ
ッ
ト
は
、広

告
企
画
デ
ザ
イ
ン
を
業
務
と
し
、企
業
様

の
思
い
が
こ
も
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
し
て
、お
客
様
に
伝
え
る

か
を
考
え
、最
適
な
販
売
促
進
ツ
ー
ル
を

提
供
す
る
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開

業
時
は
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
D
M
・

P
O
P
な
ど
の
印
刷
物
が
中
心
で
し
た

が
、徐
々
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

ネ
ッ
ト
上
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ウ

エ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
中
小
企
業
の
強
力
な

武
器
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　し
か
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、h
t
m
l

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を
使
用
す
る
た

め
、制
作
や
修
正
・
更
新
作
業
に
、あ
る
一

定
以
上
の
高
い
技
術
が
必
要
な
の
で
、予

想
以
上
に
費
用
が
掛
か
り
、そ
の
た
め
企

業
様
が
更
新
を
諦
め
、結
果
的
に
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。同
友
会
の
会
員
さ
ん
に

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
な
が
ら
十
分
に

活
用
で
き
て
い
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　こ
の
た
び
弊
社
で
、そ
の
問
題
点
を
解

決
し
て
、通
常
の
半
額
で
制
作
し
、ほ
っ
た

ら
か
し
で
は
な
く
、毎
月
企
業
様
が
発
信

し
た
い
新
商
品
情
報
や
求
人
情
報
な
ど
本

当
に
発
信
し
た
い
情
報
を
発
信
し
な
が

ら
、ど
ん
ど
ん
使
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

育
て
て
い
く
成
長
型
レ
ン
タ
ル
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
」の
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
制
作
を
簡

易
化
す
る
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、当
社
が
得

意
と
す
る
企
画
力
・
デ
ザ
イ
ン
力
を
融
合

し
、面
倒
な
独
自
ド
メ
イ
ン
取
得
や
サ
ー

バ
の
設
定
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
パ
ッ
ク
に

し
た
レ
ン
タ
ル
方
式
に
す
る
こ
と
で
、大

幅
に
コ
ス
ト
を
削
減
し
ま
し
た
。企
業
様

が
低
コ
ス
ト
な
が
ら
も
業
績
に
活
か
せ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　こ
れ
は
以
前
、開
物
成
務
塾
で「
幼
稚
園

向
け
の
レ
ン
タ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
提

案
を
行
い
、会
員
の
皆
さ
ん
と
湯
本
先
生

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
活
か
し
て
改
良
を

加
え
て
、今
年
4
月
の
開
物
成
務
塾
で
も

提
案
し
、さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で

き
ま
し
た
。感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　特
長
と
し
て
は
①
日
頃
お
使
い
の
営

業
ツ
ー
ル
だ
け
で
5
ペ
ー
ジ
を
10
日
程

度
で
の
ス
ピ
ー
ド
立
ち
上
げ
。②
作
り
っ

ぱ
な
し
で
は
な
く
、レ
ン
タ
ル
料
の
中

で
、情
報
を
毎
月
タ
イ
ム
リ
ー
に
更
新
で

き
、よ
り
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

成
長
。
情
報
の
追
加
な
ど
が
料
金
を
気

に
せ
ず
レ
ン
タ
ル
料
だ
け
で
更
新
が
で

き
る
の
で
す
。
何
か
情
報
を
更
新
し
た

い
と
き
に
追
加
料
金
が
か
か
る
か
ら
ま

め
に
更
新
で
き
な
い
…
な
ど
と
い
う
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　③
あ
る
程
度
の
形
が
で
き
た
ら
、戦
略

を
盛
り
込
ん
だ
集
客
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
付
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
化
を
こ
れ
ま
で
に
考
え
ら
れ
な
い
低

コ
ス
ト
で
の
導
入
も
可
能
。

　ま
だ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
な

い
方
、今
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
不
満
を
感

じ
て
い
る
方
に
は
、自
信
を
も
っ
て
お
勧

め
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
既
存
ペ
ー

ジ
の「
下
取
り
制
度
」も
あ
り
ま
す
。

　併
せ
て
、こ
の
レ
ン

タ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

お
知
り
合
い
の
企
業
様

に
ご
紹
介
い
た
だ
け
る

同
友
会
会
員
さ
ん
へ
の

ご
紹
介
制
度
も
準
備
し

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
の
お
力
も
お
借
り

し
て
福
岡
の
地
元
中
小

企
業
の
発
展
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

新商品ご紹介 有限会社 ニッコー・ネット　代表取締役　古川  淳一 （博多支部）
ふるかわ　じゅんいち

有限会社 ニッコー・ネット
〒810-0882　福岡市博多区麦野6-5-2
TEL 092-402-2093

http://www.nikko.net

30万円クオリティのホームページを半額で
―成長型レンタルホームページ「ステップ・アップ」―

成長型レンタルホームページ「ステップ・アップ」
（5/31（金）までにお申込の方は、初期費用20％OFF）

新規作成基本プラン初期費用（5ページ） 157,500円
（リニューアルプランは別途見積もり）

月額レンタル料　　　　　　　　　　 10,500円/月
　
※低コストオプションで集客システム・クレジット決済付ネット
ショップ化も可能。　
※初期費用は、15,750円×12回払い（分割手数料を含む。）や当社
ホームページ上でのクレジット決済も対応。
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2012年度  第12回理事会報告
■日時：2013年4月17日（水） 15：00～18：00
■出席：41名（欠席11名） 出席率78.8％

■会場：福岡県中小企業振興センター 501会議室
■議長：林田副代表理事

○黙祷：佐東　和芳氏（サンキュウ㈱　代表取締
役・中央支部）3月20日逝去　64歳

□ 開会あいさつ（中村代表理事）
　アベノミクスについて、少しふれさせていただ
きます。日銀総裁が黒川さんに代わりました。
　黒川さんが主張しているのは、インフレになる
ので、企業が返ってくる、国債では金利が下がって
いるので企業にお金を貸すようになる　という事
です。ですので、これからよい企業には金融機関
が借りてくれという状態が起こってくると思いま
すが、金融機関も自己資本比率は大事ですので、苦
しい会社には貸さないでしょう。我々は、自分た
ちが何のために経営しているのか、お客様や地域
の期待に応えられる自立型の企業をめざす、自主
的な従業員をつくることに集中しておけば、どの
ような状態になっても、大丈夫です。会内でも情
報交換を密にして、企業づくりに邁進いたしま
しょう。2年間、本当にありがとうございました。

1.活動報告
①前回理事会以降の全国・全県的な活動（事務局長）
　全県的な開催状況を報告。会員  1,096延名
（在籍会員数の54％）、ゲスト（入会対象者）152名、
社員その他260名、合計1,508名。
・第43回全研（樋口実行委員長）
資料に沿って、参加数など概要報告。最終的に
は、6月の中同協幹事会にて報告。
・中同協常任幹事会および政策委員会報告（中山
代表理事）
○福岡同友会を代表して、全研の開催報告を
行った。基調講演を頂いた、ふくやの川原さ
んが入会いただくことになった。
○中同協第45回定時総会（宮崎）の案内。福岡
担当は、第8分科会に遠賀信用金庫の中村会
長が報告者、また2日目の全体会で中村中同
協副会長が問題提起者。
○6月は憲章推進月間。各地、勉強会を開催のよ
びかけがあった。

・国際交流委員会：ミャンマー視察（伊藤国際交
流委員長）
大変親日的な国で、ビジネスチャンスも多く
ある。これからの私達にとって、重要な国であ
ると思う。月刊同友に報告を掲載したい。
・共同求人委員会：合同入社式。合同研修会（時
枝委員長）
合同入社式36社105名、新入社員研修17社55
名の参加。研修会について、来期は希望者全員の
新入社員を受け入れられるようにしたい。
・第84回景況調査結果と記者発表（中村景況分
析室長）
420社の回答。「明るい兆しあり！実需はこれ
からへ期待」とした。黒字企業が47.5%、赤字
24.9%、トントン27.6%で会員企業は健闘し
ている。経営指針を作成し実践している企業
が、黒字企業であるという結果は明らか。

②会員企業の動き（事務局長）
・経営革新計画承認企業
（株）バンテック、PLUSE1の2社　累計324社
になった。
・新聞報道等の紹介
③対外的活動（事務局長）
・西日本新聞との連携（4月3日、4月10日、4月
17日の朝刊「人」欄に掲載）
・北九州地区会：「北九州看板娘・看板息子事業」
への名義後援承認報告
・ふくおか共助社会づくり表彰推薦依頼（企業部
門を5月10日まで、自薦他薦を問わず）
・映画ひまわりについて
正副で検討した結果、賛同団体へはなじまな
いという事で見送ることとなった、と報告。
・あすばる男女共同参画フォーラム2013企画
運営委員の推薦について
女性部委員会で検討して、推薦することを確認。
・「女性の大活躍推進福岡県会議」の支援団体・機関

へのご賛同について⇒賛同することを報告　
　

2.入会・退会・除籍に関する審議（長井総務財政室長）
①除籍・退籍審議⇒1名の除籍を承認。
②入会資格の確認
　合同会社および士業の法人の「社員」は、法律上
「従業員」ではなく「出資者」であり、無限責任の
ものである。経営に携わっている方については、
入会対象者とする（理事会で確認する）

3.規程関係の整備（長井総務財政室長）
会員資格および会費等に関する規程　変更を承認

4.第51回定期総会および創立50周年記念式典に向けて
①2012年度決算報告および2013年度（長井総務
財政室長）

　貸借対照表、2012年度事業活動収支計算書に
ついて説明。

　水害見舞金については、予備費から支出すべき
ではないかという意見があり、今後は予備費で
対応することを確認した上で、承認。

②2013年度最終予算案について（樋口副代表理事）
　前期繰越金が確定したことを受けて、最終予算
案を承認。

③2013年度役員候補者（岩本役員選考委員長）　
　経営者フォーラム　日高美治氏、ビジョン委員
長　新内一秋氏を推薦、承認。

④規約改正案（中村代表理事）
　規約と組織運営規定で、総会の委任について矛
盾しているという指摘。定足数要件を廃止する
か、他団体の通常総会のように委任状を集める
べきではないかという意見や代議員制について、
検討してほしいという意見などうけて以下のと
おり確認。
○委任状については、2013年度理事会での継
続審議にする⇒承認

○地区会の組織改廃を、総会決議事項から理事
会の承認事項に変更する件について、継続審
議とする。（反対　10　保留7　　賛成22）

⑤総会表彰（田浦代表理事）
　組織運営規程にもとづき、表彰対象者について
確認。

　会員増強支部表彰（入会数は博多支部、入会率は
かすや支部）、個人表彰は7名の方

　永年会員表彰（会歴30年は5名、会歴20年は21名）
⑥当日運営と役割分担確認（中野実行委員長）
　総会の議長については、渡木氏・花田氏を選出。
・総会については、通常3時間で開催しているも
のを2時間で行う。事前に質問提出を要請。
・祝賀会については、当日参加はお断りする可能
性があり。早めの申し込みを。
・支部ごとの着席となる、19日までの分で席割
りを行う。
・各支部、受付を1名ずつ選出要請。ただし、支部長
以外を依頼。（理事として、総会に参加するため）

5.支部繰り越し金の使途について（中村代表理事）
　同友会理念に相応しているか、全ての会員に恩恵
がおよぶか、ランニングコストがかかるかどうか、を
物差しにして　正副で整理を行った結果を報告。
1．会員データーベースの充実
2．県のHP全面リニューアル
3．経営課題解決の事例集冊子作成

承認されました。

6.会員増強の推進（田浦代表理事）
①理事会のV90の結果⇒85名という結果。
②2012年度期末会員数⇒2304名の目標に対し
て、2023名の期末会員数。

③次年度にむけて
・支部の適正規模について、検討を行う。顔が見
えて、会員一人一人が主役になるような支部
づくりを行うことが必要。他県の例も検討し
ながら、協議を進める。
・次年度は2500名という目標設定を増強本部

で行っている。
　2012年度は、7.8%の会員さんが紹介者とし
て新会員を入会させたが、これを20%にまで
増やす。
　また、退会率を減らして　昨年度は235名の
退会者であったが、次年度は退会者を半分以
下にしたい。
・増強と定着は両方必要です。各支部の方針で
もしっかり取り込んでいただきたい。
・我々リーダーが必ず取り組み達成するという
姿勢で臨めば、実現不可能な数字ではない。支
部役員研修会等でしっかり深めてほしい。

7.活動案内と提案など
①本部、室、委員会関係　他
・中小企業憲章・条例推進大勉強会（中山代表理事）
　6月21日に勉強会を開催。各地区会の地域政
策部をもとに活動する。呼びかけ協力を要請。
・5月23日の支部長・支部活動研修交流会への
参加要請。（中山代表理事）
　エコノミックガーデニングについて学ぶ。
・役員研修大学の企画（渡木役員研修室長）
　名称及び企画内容について、提案あり、今後理
事会で協議する機会をつくることを確認。ま
た、各支部で意見集約を。
・企業連携推進委員会：「IT部会」発足の動きがあ
ることを報告。（林田議長）
・国際交流委員会の目的について（伊藤国際交流
委員長）
　活動範囲を従来の「中国」から「アジア」に変更
することを確認。
・地球環境問題委員会5月勉強会案内（末竹地球
環境委員長）

②地区、支部活動　他
・青年支部フレンドシップフェスティバル
2013の会場費の件（滝山青年支部長）
　毎年予算の関係で会場費を無料にしてもらっ
ていたが、市役所の手違いで会場費がかかり、
全体予算を見直したうえで202,500円不足
するので、本年度のみ、県予備費から支出する
ことを承認。
　（来年度以降は、福岡市の行事扱いとなり不要
になる）
・各地区総会日程の確認、地区総会への代表理事
の出席については地区ごとに確認する。（林田
議長）
・糸島支部設立総会の案内（中野福岡地区会長）
・福岡地区の合同展示会の会場費分として30万
円を立替えることを確認。（福岡地区会長）

③全国行事・九州沖縄ブロックの活動
・第16回女性経営者全国交流会への出席要請
（事務局長）

8.事務局関係報告（事務局長）
・事務局員　谷村　孝子：昨年定年だった、1年
間延長して65歳全員雇用確保事業などを担当。
4月30日をもって、退職。
　山田美紀子：2月に骨折し、入院療養し、5月2
日より復帰。
　貝原　聖子：育休が終わり、5月7日より復帰。
・4月1日より　森元　里奈、石田　優花の2名
が入局したことを報告、本人よりあいさつ。

□ 閉会あいさつ（田浦代表理事）
　わが社も4名の新入社員が入りました。20日まで
の研修を行っています。毎日レポートを出しても
らっていますが、読むのが楽しみです。自社は新入
社員を育てるキャリアアッププランがあり、新入社
員は将来の宝であることを皆で認識し、全員で新入
社員を育てる社風が出来上がりました。
　同友会も新しい会員さんは期待を持って入会され
ます。入会してよかったと思う反面、不安もあると
思います。今年で理事を退任する方は、新会員さん
をフォローする役を担っていただきたいと思います。
　2年間、本当にありがとうございました。
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福岡県中小企業家同友会  広報情報室  「月刊 同友」編集部
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町9番15号
福岡県中小企業振興センタービル11F
TEL：092-686-1234　FAX：092-686-1230

http:// www.fukuoka.doyu.jp/
環境を守るため再生紙を使用しています。

福岡同友会 検索

物流業界、ラックパレット専門メーカー
和新工業  株式会社

W A S H I N

安全とお役たちの提供

皆さんとご一緒に取り組んでまいります。

検索キーワード☞『和新工業』
TEL 0946‐23‐0711 　FAX 0946‐23‐0716
〒838-0823　福岡県朝倉郡筑前町山隈1279-1

取締役  営業部長  田中  浩司  （筑紫支部）

uehara@fullguard.co.jp

人手が中心であった
足場の荷揚作業を
安全・安心・低コストに

●結婚式、葬儀の司会・進行

●各式典、イベントの司会・進行

●アシスタントの派遣

〜セレモニーをトータルコーディネートいたします〜

福岡県筑紫野市古賀12-2
〒818-0047
Tel 092（923）7203  Fax 092（923）7206


